
培地の作り方

◯各材料のご説明◯
実験室ではないので日常環境のなかで作業がしやすいように考えました、あまり神経質にならずにお試しください。
[水道水]カルキは沸騰することで抜けます、つまりジャガイモを茹でている間に抜けます（煮沸��～��分）。井戸水
をお使いの場合でもジャガイモを茹でている間に雑菌が死滅しますので問題ありません。
[寒天]保湿効果があります。菌類が発芽するには適度な湿気が必要です。
[ブドウ糖]菌類の餌になります。培地にはでんぷん質と湿気がありそのままでも栄養充分ですが、菌類がいち早く栄
養を補給するためにブドウ糖を混ぜておきます。
[バット]材質は何でも構わまいのですが雑菌の繁殖が少ない金属製のものをお薦めします、樹脂の場合表面に細かい
キズができやすくそこに雑菌が混ざりやすいためです。
[ガーゼ]バットと培地を剥がしやすくするために使います。

作業概要（基本）
➀ジャガイモを煮て、ペースト状にした培地に糖分や寒天を

加えて固めます
➁その上に胞子をぱらぱらと撒き
➂数日待つと白い綿のようなものが出来ます
➃その後緑色になり、この状態が発芽したと判断できます
➃キノコは先に削り落としてから施工してください
➄このペースト状のものを幹に刷込むことで対策となります

�ℓ培地作成の材料
▶   ジャガイモ：���g
▶   ブドウ糖：��g
▶    寒天：��g
▶    医療用ガーゼ（バットに敷くために使います）
▶    バット（金属製が望ましい）
▶    水（水道水で可）

➀ ➁

➂ ➃

➀ジャガイモの皮を剥き細かくします。

➁それをフードプロセッサーにかけます。

➂煮始めると茶褐色になります、高温であふれた

り焦げ付きやすいので短いサイクルで撹拌する

必要があります。固まりやすいので注意が必要

です。

➃最後は白くなりますので寒天の煮汁を混ぜ、その

まま容器に移します。

➄バットの上に滅菌ガーゼを敷き、その上に培地を

平らに敷き詰めます。

➅粗熱がとれたらグリオクラディウムをパラパラと

蒔きます。

➆４日後、白い煙のような菌糸が伸びてきます。

（季節や天候によって左右されます）

➇５日後、白い菌糸が緑色に変わると発芽成功。

➄ ➅

➆ ➇

実施日：����年�月�日～

培養期間の保管方法
培養期間は直射日光を避け、ダンボール箱のよう
なもので覆って保管してください。

ホームページもご確認くださいhttps://www.ark-nets.com/corncob/rotting-fungus/measures-against-tree-mushrooms/



樹木への装着の仕方

����年�月�日熊本にて作業

今回の資材提供でのご注意
Gliocladium spp. ����は ��� です。今までの使用例は作物被害なので微生物を畑の中に鋤き込んで自然に発芽して拮抗性
を実現していました。しかし樹木の場合は表面に塗布すると雨で流れるとか、ベッコウダケのように樹木内部に入り込んで
中から腐食させる菌に対してはやはり樹木の中に入れる工夫が求められます。そこで事前に発芽させておいて投入するのが
良いと考えテストすることにしました。（写真は熊本の例です）

塗布部分を保護するため覆いを被せ、さらに日光を避けるため遮光対策を施します。

盛岡で発芽させたグリオクラディウム
を空輸で熊本へ送り、バットの発芽し
た菌床をバケツに移し水をいれて掻き
回します。ポテトの残骸が見えます。

グリオクラディウムの発芽したものを水に
溶き噴霧したり刷毛で塗布します

大切な保護対策

キノコの発生状況

黄色の丸枠にキノコが発生

ドリルで穴を開けスポイトで注入

ホームページもご確認くださいhttps://www.ark-nets.com/corncob/rotting-fungus/measures-against-tree-mushrooms/


